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1122 アル ギン酸が ac チ ニ チソ ウ細胞の生理活性 に及 ぼす影響
一灌リマ

ー
， オ リゴマ

ーおよ び加熱分解物の作用
…

（筑 波穴 ・応生 化）○秋本千 春 ， 青柳秀紀， 小澤 哲夫 ， 田中秀夫

ζ目的】　 筆者 らは既 に，植物細胞の有用物質生産 における固定化担体 として広 く用い られ て い る

アルギ ン酸が，ガラクチ ュ ： ン酸 と同様な内在性エ リシター効果を有 して い る こ とを 報告 した
〔1） 、

天然多糖の アル ギン酸 は様々 な 構造や重舎度を有して いる ．そ こ で ， 本研究で はアル ギン酸の 求 リ

マ ーおよ びオ リゴ マ
ーが ニ チ 罵 チソ ウ細胞の 生理活性 に与え る影響を比較検討した．さ らに，ア ル

ギン酸を滅菌 するために行 うオ ートク レープ処理 によ ifアルギン酸が分解 し， 糖以外の 低分子物 質

が生 成する こ とを新た に見 出し，そ の 影響に っ い て も検討 を行 っ た ．

藍方法および結果】　 ア ル ギン 酸 （BDH 社製）を オー トク レープ 処理 し ， ポ リマ ー （分 子 量 5000

以上 ） s オ リゴ マ
ー （勢 子量 ユ    0−5    0）および糖以 外の低分子熱分 解生成物に分画 した ．   遭 ％

ボ リマ nd−　tsよび O．1％オ リゴマ ー一を培地に懸濁 し，　 Ca・tharanthus・roseees （ニ チ ニ チ ソウ）細胞を培養

した とこ ろ ，
5’一ホス ホジ X ．ス テ ラーゼ （5T−PDase ）の 単位細胞当た りの 生産量が ， それ ぞれ 無添加

の 場合の 1．2倍 ，L8 轄 とな り，オ リゴ マ
ー

のほ うが高 い促進効果を示 した．アルギ ン酸ポ リマ
ー

の カルボキシル基 を ：ス テ ル化 した とこ ろ ， その 影響が低下 した こ とか ら，アル ギン酸に特有の カ

ル ボキ シル基 の電荷が ，こ の効果 に重要 な役割を果た して いる こ とが明 らか とな っ た．熱分解物 を

添加 した場合 ， 細胞増殖が抑制 され ，
5 ’−PDase 生産性は無添加の場含 の 4、7 倍と高い値を示 した，

さ らに ， 有用物質生産 に熱分解物を効率的に用い るため に ， その 生 成条件を 検酎 した とこ ろ F ア ル

ギ ン酸およびガラ クチ ュ ロ ン酸などの ウm ン酸を酸性下でオー トク レ
ープ処理を行 うこ とで効率的

に生 成する こ とが 明らか とな っ 丸 ．以上の 結果よ リアルギン酸 は，オ リゴ マ ー，ポリマ ーおよ び熱

分解物すべ て に エ リシ タ
ー
様活性を有する こ とが明 らか とな っ た ．現在 ， 各 々 の細胞 に対 する作胴

機構を解明する と同購に ， 物質生産 に最適なアル ギン酸およびそ の熱分解物の構造を検討中である．
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1123 サイ翻 不 定根の 実躙的な大量培養法の 開斃

（資生 鑾基 盤研究センター）O 横 山峰幸 、草苅健 、猪股慎＝
、 山 隣 道廣

［目的】サイコ サ ポニ ン は化 粧品原料としても有用であるこ とが最近わか っ た 。 そ こで、化粧品へ の 利用

を目指して、効率 的で 実用 的なサ イコ 不 定根の 大量培 養法を開発することを目的とした 。

【方 法及 び結 果丕イン ドール 酪酸を倉 む B5 培地 にサ イコ 不 定根を移植すると約 2 週間で側根が誘導さ

れ 。サポ ニ ン は側根申 に 蓄積した。そ こ で 、まず、効率的な側根の 誘 導方 法を検討 した 。 その 結果、 

発根誘導過程で は活性 酸素 が関与して い ること、   培地 中 の 糖濃度を上 げると発根 誘導を顕著に抑制

するこ と、   根 の伸長 は高濃度糖に より抑制され な い こ とが 分か っ た 。 こ れ らの 結果 に基づき、シ ョ 糖

196で 2 週 間培養後、696分の ショ 糖を添加 する 2 段 階の糖制御法を開発した 。

次に、実用 的な大量培 養法を検討した 。 従来の エ アー e丿フ トタイプで は、根が吹き上 げられ て 根 の 密 度

を上 げるこ とがで きなか っ た 。 そ こ で、通 気部 と培養 部を分 け、エ ァ
ーの 力で 培養液 が対流する装置を

考案し、20L 及 び200L ジャ
ー

を用 い て検討 したところ、根の 増殖が極めてよく。タービン 内蔵型ジ ャ
ー

に 匹敵する生 産性を示 した（乾燥根 収量 ；25gん 以 k 、サイコ サポニ ン a ＋ d 含量 ；2〜3％ ）。200L ジャ

ー
の場合、前培養を 20し で おこ な い 、根 へ の ダメージが少な い 移 殖装置 も考案した 。 な戯 本培養法 で

製造 したサイコ 不 定根 を用いた化粧晶が近 な 上市され る予定である 。
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